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は じ め に

近年， 海外か ら 輸入 さ れ る 農産物 と と も に侵入害虫 の

種類 も 増加 し て い る 。 侵入害虫 の 多 く は ， 元来， 薬剤 に

対 し て 抵抗力 を 持 っ て い る 種や生態的 に 防除が困難な も

の が多 い 。 そ こ で， 我が国の植物防疫 を は じ め と し た 各

関係の試験機関で は ， そ れ ら の害虫の形態， 生態及 び生

理学的特徴 を 明 ら か に し ， こ れ ら の情報 を 基 に 防除法の

確立が検討 さ れて い る 。 一方， 農薬関係 の企業 に お い て

も ， こ れ ら 害虫 の 防除薬剤の探索 に 当 た り 害虫 の生理，

生態的特徴の的確な把握 に 努 め ， 室内及 び闘場試験 を 実

施 し て い る 。 こ の よ う に ， 害虫の生物的特徴 を 明 ら か に

し ， 新規殺虫剤の探索 な ど の研究 を 実施す る 際 に は ， ま

ず害虫 を 年間 を 通 し て 安定 し て 大量 に ， かつ 質の均一な

も の を得 る こ と が要望 さ れ， そ の た め に は害虫の飼育体

制 を確立す る こ と が必要であ る 。

今回， 侵入害虫 の 中 で イ ネ の 重要害虫の一つ であ る イ

ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ (L邸orhoptrus oryzo，ρhilus KUSCHEL) を

試験用 昆 虫 と し て 供給す る た め に 飼育法 の 検討 を 試 み

た 。 本種 は ， 日 本 に侵入後わ ずか 12 年間 で ほ ぽ全国の水

田 で発生が確認 さ れた 。 発生経過， 移動分散や生活史 な

ど に つ い て は 多 く の報告か ら 解明 さ れて お り (小林 ら ，

1984 : 松井， 1984 : 佐藤， 1976) ， 本虫 に効果の高 い新規

薬剤の上市 も あ り 防除法 は 確立 し て い る 。 し か し ， 本種

の室 内飼育法 は い ま だ に確立 さ れて お ら ず， 実験 に は毎

年野外か ら 採集 し た越冬成虫 を 用 い ざ る を得な い (浮城

ら ， 1990) 。

こ こ で は ， 実際 に イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ を 室内飼育 し て 得

ら れた 結果か ら ， 飼育 に 要す る 器材及 び今後の大量飼育

に 必要 な条件 な ど を考察 し た の で紹介す る 。

I 成 虫 お よ び幼 虫飼育法

ま ず， イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ越冬成虫及 び幼虫 の飼育法の

概要 を 述べ る 。

イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ越冬成虫 を 畦畔及 び水田 か ら 5 月 に

採集後， ア ク リ ル製水槽 (45 x 30 x 25 cm， 透明) に入れ

て カ ッ プ植 え イ ネ (播種後 3�4 週間 目 ) を餌 と し て 与 え ，
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実験室 (25 :t 1・C， 50�60%R. H.， 15L9D) で飼育 し た 。

成虫の産卵部位 は水面下の イ ネ の 葉輸部が最 も 多 い こ と

か ら (渡辺， 1976) ， 水槽 に は イ オ ン 交換水 を 入れ葉鞘部

が常 に 水面下 に な る よ う に し た 。 ふ化幼虫 の 回収 は ， 餌

と し て与 え た イ ネ の葉鞍部 を 切 り 取 り ， イ オ ン交換水 と

と も に カ ッ プ ( ポ リ エ チ レ ン製， 透明) に 入 れ て 実験室

に保管 し た 後 に 行 っ た 。 な お， 卵期聞が 250C の場合 7 日

間であ る こ と か ら 葉鞘部の 回収 は 6 日 ご と に 行 っ た 。 ふ

化後 1 日 目 の幼虫 を ス ポ イ ト で湛水 し た 寄主植物の株元

に接種 し た 。 接種 し た 幼虫 は ， 人工気象器 に 保管 し ， 羽

化が完了 す る ま でイ オ ン 交換水 を与 え て飼育 し た 。

イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ の飼育条件 を 表一1， 飼育結果 を表 2

に 示 し た 。 ま た ， 人工気象器で得 ら れた 結果 か ら 生活史

を 図-1 に 示 し た 。

表 - 1 イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ幼虫の飼育条件

飼育条件
飼育 実験

飼育水
土嬢の 寄主

場所 温度 ("C) 番号 種類 植物
- 日長

人工 室温 : 25:t 1 ① イ オ ン 非滅菌 ヒ エ

気象器 土壊 : 24-26 ② 交換水 イ ネ
日 :畏 : 16L8D ③ 

温室A 室温 : 25-32 ① く み骨 滅菌 イ ネ
土壌 : 28-32 水
日 長 : 16L8D ② 非滅菌 イ ネ

③ 

④ 
⑤ 
⑥ 水道水 滅菌 イ ネ

⑦ ヒ エ

⑧ 非滅菌 イ ネ

温室B・ 室温 : 20-32 ① 水道水 滅菌 イ ネ
土壌 : 28-32 ② 
日 長 : 16 L 8 D  

③ 非滅菌 イ ネ

@ 
" ポ リ エ チ レ ン製 カ ッ プ : 直径 12 cm， 高 さ 9 cm
m ポ リ エ チ レ ン製 ケ ー ス : 28 X 23 X 8  cm 

3) 1/5 . 000 a 
') 20 x 20 x 20 cm 

・ 夜温設定 (午後 10 時~午前 5 時 : 20・C)

飼育容器

カ ッ プ1)

カ ッ プ
フ ル ー ツ ケ ー ス 2)

カ ッ プ

カ ッ プ
フ ル ー ツ ケ ー ス
ワ グ ネ ル ポ ッ ト 3)

発泡ス チ ロ ー ル。

カ ッ プ
カ ッ プ

カ ッ プ

カ ッ プ
フ ルー ツ ケ ー ス

カ ッ プ
ワ グ ネ ル ポ ッ ト
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E 飼育法及 ぴ器材の選択

イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ の飼育を行 う に 当 た っ て は ， 飼育場

所， 容器 お よ び寄主植物 な ど一年中絶 え 間 な く 供給で き

る も の を選択す る こ と が重要で あ る 。 以下 に ， 各項 目 ご

と に 必要 な条件 に つ い て 述べ る 。

1 飼育場所

イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ 幼 虫 を 25 :t rc， 50�60%R. H.， 

16L8D の 条件 に 設定 し た 人工気象器 ( 日 本医化製， バ イ

オ ト ロ ン ; L9H-200-RD) と 25�32.C， 16L8D に設定 し ，

自 然光 を 取 り 入 れ た 温室 A 及 び 自 然条件で の 温度変化

を考慮 し て 夜温設定 (午後 10 時~午前 5 時 ま で 20.C) し

た温室 B で飼育 し た と こ ろ ， イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ の成虫 は

人工気象器及び温室 A で得 ら れた 。 こ の こ と か ら ， イ ネ

ミ ズ ゾ ウ ム シ幼虫 の 飼育 に は ， 特 に 自 然光 を 必要 と せ ず，

かつ夜間の変温 は 考慮 し な く て も よ い こ と が判明 し た 。

飼育
場所

人工
気象器

温室A

温室 B

飼育
場所 :

飼育
条件 :

最短所
要 回 数 :

表 - 2 イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ の 室 内 での飼育結果

新 成 虫
実験

土境 pH
接種幼

番号 虫数 (頭) 羽化数 羽化率 羽化 ま での
(頭) (%) 回 数 ( 臼 )

① 7 . 3  16  5 31 . 3  39-48 

② 7 . 3  30 6 20 . 0  44-53 

③ 7 . 6  17  6 35 . 3  43-60 

① 6 . 7  150 13  8 . 7  47-62 

② 7 . 3  60 。 。
③ 6 . 8  13  1 7 . 7  46 

④ 6 . 8  35 5 14 . 3  42-49 

⑤ 6 . 9  20 9 45 . 0  43-59 

⑥ 7 . 6  20 。 。
⑦ 7 . 0  16 。 。
③ 7 . 3  20 。 。
① 7 . 5  42 。 。
② 7 . 3  18 。 。
③ 7 . 6  42 。 。
④ 7 . 2  55 。 。

越冬成虫回収 産卵

実 験

ふ化 羽化 産卵

室 | 人工気象器 | 人工気象器

25:t l・C . 50- 1 25:t l・C . 50- 1 28 :t l'C. 50-
60% . 15 L 9 D  1 95% . 16 L 8  D 1 95% . 16 L 8  D 

h←43 ←22 日一

幼虫 は， 今回検討 し た 25�32.Cの 温度範囲で飼育が可能

で あ っ た が， 温室内 で は 設置場所， 容器の 大 き さ に よ っ

て は飼育水及び土壌温度が 40・C 以上 に な る こ と も あ り ，

こ の よ う な温度条件 で は 幼虫 の 生育 に大 き な影響 を 及 ぽ

す も の と 思わ れた 。 こ の 原因 は ， 飼育容器 と し て 用 い た

ポ リ エ チ レ ン製 カ ッ プの 容積が小 さ し 直射 日 光 を 受 げ

た た め に 容器 内 の 温度 が急激 に 上昇 し た も の と 考 え ら れ

た 。 温室で は ， 日 射量及び最高温度の コ ン ト ロ ー ル す る

こ と は 困難であ る こ と か ら ， イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ幼虫 を飼

育す る 場合 は ， こ れ ら を コ ン ト ロ ー ル で き る 人工気象器

を 実験室内 に 設置 し て 用 い る こ と が有利 で あ る と 思 わ れ

た 。

2 寄主植物

幼虫飼育用植物 に は ， イ ネ (品種 ; 短銀坊主) と 水田

雑草 の タ イ ヌ ピ エ を 所定 の 容器 に 定植 し た も の を 用 い

た 。 イ ネ の 品種 は ， 特 に 選択 し た も の で は な い。 両寄主

植物でイ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ幼虫 を 飼育 し た 結果， い ずれの

寄主植物か ら も 成虫が得 ら れた 。 イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ の 幼

虫 は ， ヒ エ属の植物 を 寄主 と し て生育で き る こ と が知 ら

れて い る (WEBB， 1914) が， タ イ ヌ ピ エ がイ ネ よ り 成虫

回収 ま での期聞が若干で は あ る が短か っ た こ と は大変興

味深 く ， 大量飼育への ヒ エ の 利 用 が期待 さ れた 。 今後，

タ イ ヌ ピ エ な ど で本種幼虫 を 飼育 し て イ ネ と 発育速度 や

回収率 な ど を比較 し ， 幼虫飼育用 の 寄主植物 を 決定 す る

こ と が必要で あ る と 恩 わ れ た 。

3 飼育容器

幼虫の飼育個体数 に 応 じ て ポ リ エ チ レ ン 製 カ ッ プ (直

径 12 cm， 高 さ 9 cm， 透明) ， ポ リ エ チ レ ン製 フ ル ー ツ ケ

ー ス (28 x 23 x 8 cm， 透明) ， 発泡ス チ ロ ー ル製容器 (20 X

20 X 20 cm) 及 び ワ グ ネ ル ポ ッ ト ( 1/5 . 000 a) を 用 い て容

器の形状 や サ イ ズ な どの検討 を 行 っ た 。 そ の 結果， い ず

れの容器で も 成虫が得 ら れた 。 こ れ に よ り ， 今回供試 し

た容器で本種の飼育が可能で あ る と 考 え ら れた が， 容器

と 成虫回収率の 関 係 は 今後 さ ら に 検討が必要 と 思 わ れ

た 。

4 飼育水

飼育水 と し て イ オ ン 交換水及び水道水 (市水) を 使用

し た 。 水道水 は ， 大型容器 ( ア ク リ ル製 ; 50 X 50 X 60 cm) 

に 1 日 以上 く み置い た 水 と 水道か ら 直接給水 し た も の を

用 い た 。 い ずれの飼育水 と も pH， 温度 の 調整及び成分の

調査 は行わ な か っ た 。 給水 は ， ジ ョ ウ ロ で 2�3 日 ご と に

与 え る 方法 と 自 動濯水装置 を 用 い て 与 え る 方法 で行 っ

た 。 そ の 結果， イ オ ン交換水及び く み置 き 水 を 与 え た 場

合 は ， い ずれ も 成虫が得 ら れ た が， 水道水 を直接給水 し

図 - 1 イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ の室内飼育 に よ る 生活史 (人工気象器) た も の か ら は成虫 は 得 ら れな か っ た 。 こ れ は ， 水道水 に
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含 ま れ る 塩素 イ オ ン が幼虫の 発育 に 何 ら かの影響 を 与 え

た た め と 思わ れた 。 今 回 の 実験で は pH 7 前後で も 幼虫

の飼育が可能で あ っ た が， 幼虫生育 に 最適 な pH に つ い

て は ， 今後 さ ら に検討す る 必要があ る と 考 え ら れた 。

5 飼育用 土壊

幼虫飼育用土壌 と し て は ， 本種の生息地であ る 水田 の

土壌 (非滅菌土境) と そ れ を 100.C の蒸気で 1 時間滅菌

し た も の (滅菌土壌) を 用 い た 。 水田土壊の pH は， 播種

前 に は 5 . 5�6 . 5 で あ っ た が， 栽培期間 中 に イ オ ン交換水

及 び水道水 を 直接給水 し た 影響 で pH は 7 . 2�7 . 6 に な

っ た 。 両土壌か ら 成虫が得 ら れた こ と か ら ， イ ネ ミ ズ ゾ

ウ ム シ幼虫 の生育 に は滅菌の有無 は 関与 し て い な い も の

と 思わ れ た 。 し か し ， 病気 に よ る 幼虫の死亡 を 防止す る

こ と や羽化の確認 を 容易 に し ， かつ成虫 回収の手聞 を 削

減す る た め に は雑草の発生 し な い滅菌土壌 を使用 す る こ

と が望 ま し い と 思わ れ た 。

6 成虫の飼育法

室内飼育で得 ら れた 成虫 は ， イ オ ン交換水 と カ ッ プ植

え イ ネ (矯種後 3�4 週間 目 ) を入れた ア ク リ ル製水槽 に

入 れ人工気象器 内 で飼 育 し た 。 飼 育 条 件 は 28 :t rc，

16L8D， 12 . 000 Lux に 設定 し た 。 そ の 結果， 成虫 の産卵

は羽化後 22 日 目 に 確認 さ れ た 。 な お ， 25 :t rc， 15L9D の

条件下で は産卵 は確認で き な か っ た 。 こ れ ら の結果 は ，

本種成虫 の産卵臨界 日 長が 2アC で 14 . 5 時間 (小林 ら ，

1984) と 一致す る も の で あ っ た 。

本種成虫 は， 35'・C で は 日 長が 13 . 5 時間 で も 産卵 し ， 生

殖休眠の 臨界 日 長 を短 く す る こ と が示唆 さ れ る こ と か ら

(小林 ら ， 1984) ， 室内飼育す る 際 は ， 温度 と 日 長の関係

を今後 さ ら に 明確 に す る た め の検討が必要であ る と 思わ

れた 。

皿 大量飼育 を 行 う た め に

今回の飼育結果か ら ， イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ を室内で飼育

す る た め の ア ウ ト ラ イ ンがで き た と 考 え ら れ る 。 す な わ

ち ， 飼育場所 は 実験室内 と し ， 温度， 日 :長の コ ン ト ロ ー

ルが可能 な人工気象器 を 用 い る 。 容器 に は特 に 規定 は な

く ， 土壌 は水田土壌 を使用 す れ ば よ い が雑草の発生や雑

菌 に よ る 幼虫の病気 を 防 ぐ た め に滅菌土壌が よ り 適当 で

あ る と 考 え ら れた 。 飼育水 は ， 水道水の く み置 き 水が諸

条件 を満た し 良好であ っ た 。 飼育の た め の室温 は土壌温

度 を 考慮 し て 30・C 前後 と し ， 直射 日 光 を避 け る こ と が大

切であ る 。 幼虫 の接種頭数 は， ふ化後 1 日 目 の も の を株

当 た り 20 頭の場合が最 も 高 い成虫回収率 を 示 し た が， 大

量飼育 を行 う に 当 た っ て は今後 さ ら に飼育密度 を検討す

る 必要があ る と 恩わ れ た 。 寄主植物 と し て は ， イ ネ 及び
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タ イ ヌ ピ エ で も 飼育が可能 で あ っ た 。 成虫 を 累代維持系

統 と し て飼育す る 場合 は ， 飼育温度 と 産卵臨界 日 長 を 考

慮 し て ， 飼育条件 は 温度 を 30.C 前後， 日 長 は 15 時間以

上 の 長 日 条件 に 維持 す る こ と が重 要 で あ る と 考 え ら れ

た 。

以上， イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ の成虫及び幼虫 の 飼育法 に つ

い て飼育結果 を 基 に 知見 を 述 べ た 。 イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ を

室内 で継続的 に 三世代飼育す る こ と がで き た が， 残念な

が ら 大量飼育 に は至 ら な か っ た 。 今 回 の 実験か ら ， イ ネ

ミ ズ ゾ ウ ム シ を大量飼育す る た め に は羽化の確認や成虫

の 回収 を容易 に す る な ど作業性の 向上が望 ま れ る 。 こ れ

ら の課題 を解決す る た め に は ， 幼虫飼育容器 を 考案 ・ 作

製す る こ と が重要であ る と 思わ れた 。

こ こ に ， 今回の飼育結果 を 基 に 考案 し た 幼虫飼育用容

器 を 図ー2 に 示 し た 。 こ の容器 は ， 小型飼育容器 10 個程度

か ら 成 り ， 成虫 の 羽化時期 に は各容器 を 取 り 出 す こ と が

可能であ る の で調査及 び成虫 の 回収 も 容易 で あ る 。 材質

滅菌土嬢

寄生縞物
ど------ ( イ ネ ま た は ヒ エ )

小烈幼虫飼育用容器(透明 )

飼育科器の完成図

図 - 2 イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ 幼虫飼育用容器
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に つ い て は， 小型飼育容器 は透明 な も の を 用 い る 方が寄

主植物の生育状況 を確認で き る こ と か ら 便利で あ る と 思

わ れ る が， そ れ ら を収納す る 容器 は藻類の発生防止 を 考

慮 し て 不透明 な も の を選ぶ必要 が あ る と 考 え る 。

今後 は， 土壊 に代わ る 資材や施肥の有無及 び 自 動潜水

装置の利用 な ど に つ い て も 検討 し ， 簡便 な飼育法 を確立

し た い と 考 え る 。

お わ り に

イ ネ ミ ズ ゾ ウ ム シ の室 内飼育法 に つ い て 飼育実験の結

果 を基 に 若干の知見 を述べた 。

試験用 昆 虫 を 質量面で過不足な く 使用 で き る こ と は ，

殺虫剤研究の重要な前提で あ る ( 中 山 . 1981 ) 。 イ ネ ミ ズ

ゾ ウ ム シ の場合， 飼育条件が今 回 の 実験か ら 一部だ け 明

(10 ペー ジ よ り 続 く )

キ ャ プ タ ン水和剤
キ ャ プ タ ン 80 . 0%
キ ャ プタ ン水和剤 80 (4 . 1 1 .  24) 
18228 ( ア グ ロ ス )
り ん ご : 斑点落葉病 ・ 黒星病 ・ 黒点病 : 収穫 3 目 前 ま で，

な し : 赤星病 ・ 黒星病 : 収穫 3 目 前 ま で， ぶ ど う : 晩
腐病 ・ 褐斑病 : 14 日 5 回， お う と う : せ ん孔病 : 14 日
5 回， う め : 黒星病 : 14 日 5 回， は く さ い : 黒斑病 ・
白斑病 : 収穫 7 目 前 ま で， ト マ ト : 疫病 : 収穫前 日 ま
で， き ゅ う り : 炭 そ 病 ・ べ と 病 : 収穫前 固 ま で， メ ロ
ン ・ ま く わ う り ・ す い か ・ し ろ う り ・ か ぼち ゃ : 炭 そ
病 ・ ぺ と 病 : 14 日 5 回， た ま ね ぎ : 灰色かぴ病 : 収穫
7 目 前 ま で， セ ル リ ー : 葉枯病 : 21 日 3 回， い ち ご :

灰色か ぴ病 : 30 日 2 回， い ん げ ん : 炭 そ 病 : 45 日 l
回， ば ら : 黒点病 : 8 回以 内 ， り ん ど う : 葉枯病 : 8 
回以内， 芝 : ブ ラ ウ ンパ ッ チ ・ ピ シ ウ ム プ ラ イ ト : 発
病初期 : 8 回以 内 : 1 m2当 り 1......2 1 散布， た ば こ : 赤
星病 : 10 日 2 回， ト マ ト ・ き ゅ う り ・ ピ ー マ ン ・ な す :
首 立 枯 病 ( 土 壌 病 害 ) : 播 種 時 : 種 子 重 量 の
0 . 2......0 . 4%粉衣， ト マ ト ・ き ゅ う り ・ ピ ー マ ン ・ な す :
苗立枯病 (土壌病害) : 播種後 2......3 葉期 : 800 倍液 ( 1
m2当 り 2 l) ジ ョ ロ ま た は 噴霧機で全面 に 散布， メ ロ
ン ・ ま く わ う り ・ す い か ・ し ろ う り ・ か ぽち ゃ : 苗立
枯 病 ( 土 壊 病 害) : 播 種 時 : 5 回 以 内 : 種 子 重 量 の
0 . 2......0 . 4%粉衣， メ ロ ン ・ ま く わ う り ・ す い か ・ し ろ
う り ・ か ぼち ゃ : 苗立枯病 (土壌病害) : 播種後 2......3 葉
期 : 800 倍液 ( 1 m2当 り 2 l) ジ ョ ロ ま た は噴察機で全
面 に 散布， 稲 (畑首代) : 苗立枯病 (土壌病害) : 播種
直前 : 1 回 : 800 倍液 ( ア ー ル 当 り 250 l) 潜注， 稲 (畑
苗代) : 首立枯病 (土壌病害) : 播種 目......14 日 後 : 1 
回 : 1 ， 200 倍液 ( ア ー ル 当 り 150 1) 濯注， チ ュ ー リ ッ
プ球根 : 球根腐敗病 : 球根掘取時お よ び植付時 : 2 回
以 内 : 浸潰

有機銅水和剤
有機銅 35 . 0%
ド キ リ ン フ ロ ア プル (4 . 1 1 . 24)

ら か に さ れた に 過 ぎ な い。 し か し ， 本研究か ら ， イ ネ ミ

ズ ゾ ウ ム シ の 室内 に お 砂 る 累代飼育が可能であ る こ と が

判明 し た の で， 今後 は 簡便 な大量飼育法 を 確立 し 殺虫剤

の検定及び生理， 生態学的研究 に 供試 し た い と 考 え て い

る 。
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18230 ( 日 本農薬)
り ん ご : 斑点落葉病 ・ 黒星病 ・ 輪紋病 ・ 褐斑病 : 14 臼 4

回

CNP事L劃l
CNP 20 . 0% 

『除草剤』

エ ム タ ッ プ乳剤 (4 . 11 . 10)
18224 (三井東圧)
日 本芝 (芝生産圃場) : 一年生 イ ネ 科雑草 : 芝収穫切取 り

後 (雑草発生前) : 2 回以内 : 全面土壌散布
エ ス プ ロ カ ル ブ ・ ジ メ タ メ ト リ ン ・ ピ ラ ゾス ル フ ロ ン エ

チル ・ プ レ チ ラ ク ロ ー ル粒剤
エ ス プ ロ カ ル プ 5 . 0%. ジ メ タ メ ト リ ン 0 . 20%， ピ ラ ゾ

ス ル フ ロ ン エ チ ル 0 . 070%， プ レ チ ラ ク ロ ー ル 1 . 5%
ス パ ー ク ス タ ー粒剤 (4 . 11 . 10)
18225 ( 日 産化学) ， 18226 ( チ パ ガ イ ギ ー ) ， 18227 ( ア

イ ・ シ ー ・ ア イ )
移植水稲 : 水田 一年生雑草 ・ マ ツ バ イ ・ ホ タ ル イ ・ ミ ズ

ガ ヤ ツ リ ・ へ ラ オ モ ダ カ ・ オ モ ダカ ・ ク ロ グ ワ イ (東
北) ・ シ ズ イ (東北) ・ セ リ ・ ア オ ミ ド ロ ・ 藻類 に よ る
表 層 剥 離 : 移植後 5 日 ......15 日 ( ノ ピ エ の 2 . 5 葉期 ま
で) : 壌土~植土 (減水深 2 cm/ 日 以下) : 1 回 : 湛水
散布 : 東北 ・ 北陸， 移植水稲 : 水田一年生雑草 ・ マ ツ
ノ T イ ・ ホ タ ル イ ・ ウ リ カ ワ ・ ミ ズ ガ ヤ ツ リ ・ セ リ ・ ア
オ ミ ド ロ ・ 藻類 に よ る 表層剥離 : 移植後 5......15 日 ( ノ
ピエ の 2 . 5 葉期 ま で) : 壌土~植土 (減水深 2 cm/ 日 以
下， 但 し近畿以西減水深 1 cml 日 以下) : 1 回 : 湛水散
布 : 関東以西の普通期及 び早期栽培地帯 (但 し 九州、同
除 く ) ， 移植水稲 : 水田 一年生雑草 ・ マ ツ パ イ ・ ホ タ ル
イ ・ ウ リ カ ワ ・ ミ ズ ガ ヤ ツ リ ・ ヒ ルム シ ロ ・ ア オ ミ ド
ロ ・ 藻類 に よ る 表層剥離 : 移植後 5 日 ......15 日 ( ノ ピ エ
の 2 . 5 葉期) : 壌土~埴土 (減水深 2 cm/ 日 以下， 但 し
近畿以西減水深 1 cm/ 日 以 下) : 1 回 : 溢水散布 : 九
州 の普通期及 び早期栽培地帯
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